
NPO Mothers’ Radiation Lab Fukushima – TARACHINE

たらちね活動報告書

報告期間 2 0 2 3年1月～1 2月

2024年2月  発行



目次

－ 1 －

理事長あいさつ2

原発事故被災地 歴史探訪プロジェクト
～過去は未来をどうつくったのか？未来は過去にどう応えるのか？～

3

あとりえ たらちね こころのケアから報告7

たらちねこども保養相談所から報告13

甲状腺検診プロジェクト報告16

たらちねクリニックから報告19

2024年 たらちねの活動について53

たらちね測定ラボから報告28



たらちね活動報告書をご覧のみなさまへ

はじめに、能登半島地震で被災されたみなさま、謹んでお見舞い申し上げます。一日も早く、被
災されたみなさまが心身の安心を取り戻されますよう、心からお祈り申し上げます。

東日本大震災から13年が経ちますが、この間、日本各地は、度重なる自然災害でつながってしま
いました。
そして、1月1日の能登半島地震は、福島県にも大きな衝撃を与えました。地震の揺れと津波から
の避難を呼びかけるニュースを見て、体の震えが止まらなくなったという人もいます。能登の被
災地と距離は離れていても、「あの日」の感覚は今も薄れておらず、まるで、そこで体験してい
るかのような恐怖を感じた人はたくさんいたと思います。

この先は、必ず起きるといわれている南海トラフ大地震や、日本海溝及び千島海溝型地震に備え、
私たちは真の防災を準備していかなければならないと思います。

自然災害は止めようがありません。その自然災害と合わせ、必ず原発事故の心配があります。能
登半島地震では、志賀原発や柏崎刈羽原発から放射能漏れがあるような惨事には至らなかったと
のことですが、余震が続く中、油断できない状況は続くと思います。

福島第一原発事故では、拡散した放射性物質の８割～９割が西から東の風にのって太平洋側に流
れて行きました。でも、日本海側に面した原発で事故が起きたら、同じ風にのって、放射性物質
は日本列島の内側に拡散します。
そうなれば、被害は福島第一原発事故の８倍以上であることが想定されます。
未来に起きると予想される大震災を考えた時、原発事故の被曝被害を最小限にとどめるために、
原発を稼働させないことも大きな防災の一手だと思います。

私たち、世代の責任を担う大人は、子どもたちの暮らしを守るために、何をどう判断し、実行し
ていくべきなのか、その答えはもうはっきり見えていると思います。
「今決めなくて、いつ決めるのですか？」そんなカウントダウンに入っている時代の自覚を一人
一人がもたないと、この先には取り返しのつかない未来しかないと感じています。

たらちねは、これからも、みなさまのお心とともに、できることを精一杯、尽くしていきたいと
思います。そして、その先の未来が明るくなるよう、みなさまからの応援、お力添えをいただく
ことができましたら幸いで
す。
どうか、今後ともよろしくお願いいたします。

最後に、みなさまのご健康とご多幸をお祈り申し上げます。

認定NPO法人いわき放射能市民測定室たらちね
理事長 鈴木 薫
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たらちねでは、昨年度より、こころのケア事業の中で新たに、「原発事故被災地の歴史探訪プロジェクト」を
始動しました。原発は、ある日突然できたものではなく、この施設を誘致するに至る土地との歴史があり、そ
こで生きる人々がいます。この事業の目的は、被災地の歴史を紐解き、そこに生きる人々の心の変化を感じ、
知ることにより、過去の経験を学び、学びを未来への糧として繋いでいくことです。わたしたちは、被災地の
人々から直接お話を聴かせていただいたり、地域の博物館や資料館へ出向いて情報収集を行ったり、文献調査
を中心に事業を進めています。
これまでの探訪調査でわかったこと、感じたことについて報告させていただきます。

福島県、特に相双地区の方々は、原発事故により先人たちから大切に守ってきた土地を離れました。懐かしい
思い出の土地は、事故以前とは全く変わってしまいました。時系列でその歴史を追っていくと、福島第一原発
が建設された地域にも躍動する人々の暮らしがあり、その暮らしが、大きな自然災害や国家発展のための「エ
ネルギー供給地」としての役割を課せられるという、「国策」に翻弄され続けた歴史があることがわかってき
ました。
原発事故以前にも公害による地域の汚染に苦しみ、戦い続けておられる人々が全国にいらっしゃいます。今も
昔も、この苦しみの絡繰りは、共通しているものがあるのではないでしょうか？そして、その連鎖は、未来に
も繋がっているのだと感じました。
その同じ苦しみを繰り返さないために、私たちは先人たちが繋いできた歴史を多くの人々から聞き取ることで、
自らの心に向き合い、過去に学び、未来を紡いでいこうと思っています。

双葉南小学校の屋外に落ちていた時計
震災発生時刻で時が止まってしまった

震災後に撤去されてしまった双葉町役場通りにあった原発㏚看板
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2011.3.11の原発事故から、13年が経とうとしています。
私たちは同じ時間を過ごしていても、「あっという間の時間だった」「まだそれほど時間は
経っていない」と、感じ方もそれぞれです。

自分はどうだろうか…。これまでを振り返ってみると、失われた時間があることに気づきま
す。それは、現実を直視できず、狂いをみせた時間軸を未だに彷徨っている感覚です。この
歴史探訪は、そんな自分に、「今」という現実を取り戻すこころの旅を与えてくれています。

歴史を紐解く中で、複雑に絡まり合った点と点が、少しずつ塊をみせてくれています。事故
は突然起きたものではなく、そうなるまでにはいくつかの分岐点があり、経済優先の決断は、
一人ひとりの命の重みについてどう考えているのか、怒りを感じずにはいられません。その
中にあるものは、区別という言葉では片づけられない差別、人権問題が隠されてはいないで
しょうか。

この事業担当者である私は、当時、双葉郡で生活をしており、まだ1歳にも満たない乳飲み子
を抱きかかえながら、避難所を転々と過ごしていました。そして、この状態が未だに終わり
をみせることなく続いているのです。この原発事故の問題は、時間がこころを癒してくれる
というより、時間の経過とともに、より問題が複雑になり深まっているように感じます。震
災、津波、そして原発事故は、苦労し積み重ねて来たもの、築き上げてきた大切なものを一
瞬に奪い去り、言葉では言い表せない無の感情を今も残したままです。

この歴史探訪は、これからも続いて行きます。子どもたちが幸せを感じられる未来へと向け
て、この学びを糧にして、過去を生きるのではなく、未来をどうつくっていくかをみなさん
と共に考えていきたいです。
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原発事故で避難中の方に見せていただいた家系図 事故当時に未成年だった子どもたち
が参加したたらちね海洋調査



あとりえには、さわやかな明るい空間の「朝のもり」と、静かで落ち着いた秘密基地をイメージした
「夜のもり」という2つのお部屋があります。
お子さんやお母さんの元気をサポートするために、それぞれの語り（ナラティブ）が自由にできる空
間と、遊び、こころの疲れをほぐすボディーワークなど、この施設を中心に様々なメニューを揃え、
事業を展開しています。
私たちは被災者であり、同じように被災した人々と平等な立場で関わりを持つこと＝ピアサポートを
大切にしており、「専門家にはならない」を合言葉に、利用する母親たちが、親戚の家に来るような
感覚で、より身近に気軽に、遊びに立ち寄れるよう、日々心がけています。

「あとりえ たらちね」 は、2017年からこころのケア事業に着手しています。
子ども一人ひとりが、ゆっくりのんびり、安心して自由に遊ぶことができる、「守られた空間」を
事業の実施場所としています。
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また現場のスタッフだけでなく、必要に応じて、乳幼児精神科医の渡辺久子先生、身体心理マッサー
ジの徳山幸江先生、臨床心理士の成井香苗先生、本田涼子先生、湯野貴子先生、など専門家のサポー
トを受けられる体制を整えています。気軽に語れる環境と同時に、専門性のあるケアも受けられるこ
とが利用者の安心感につながっています。

2023年1月から12月までは、0歳～18歳までの幅広い利用がありました。
お子さんと担当者の1対1のケア、アウトリーチでのケア、ファミリーケアなど、その家族に合わ
せた関わりをしています。
子どもたちは守られた空間の中で、箱庭あそび、お絵描き、粘土、工作、パステルアート、ごっこ
遊び、ボードゲームなど、その日したい遊びを自由に展開させていきます。
また、ボディーワークはタッチケアを通して、語らなくてもそのこころを癒すことができます。
からだの疲れはこころに、こころの疲れはからだに…からだとこころは繋がっています。
マザータッチで、固まったからだをほぐしていく時間も持ちました。
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お母さんたちの様子です。あの日を境に失われた時間を振り返り、取り戻そうとする姿がありました。
人の「心の井戸」の深さは、計り知ることができず、そこには母親たちのナラティブ(語り)が欠かせ
ません。
あとりえなら話してみようかな…自分自身に向き合ってみようかな…と語り始めることができるよう
になった方もいます。

・3.11から５回の避難生活を繰り返し、いわきに落ち着いた家族。震災当時お子さんは１歳、現在
中学２年生。母子での避難生活もあり、生活するだけで精一杯だった。学校への行き渋りを機に、子
どもからのサインに気付いた。不登校となり部屋に閉じこもっているが、夜、母が一人で居間にいる
と部屋から出てきて、一緒にテレビを見始める。何の話しをするわけでもなく、同じ空間をともにし
ている。今まで我が子の寂しさに気付かず、生活を最優先させ、寄り添えてこなかったからではない
かと、自分を責めていました。

・生まれも育ちも双葉町の親子。原発がどんなものかわからなかった。風景と一緒で疑問にも思わな
かった。あって当たり前のものだから。放射能という言葉は知っていたけれども、知ろうとも思わな
かった。原発が爆発し避難する途中、車の窓を開けてしまった時もあった。自分の無知から子どもた
ちに余計な被ばくをさせてしまったと後悔の言葉を口にしていました。

2023年の利用人数合計は、延べ232名でした。
保護者と子どもの利用人数の内訳は、保護者が延べ145名、子どもが延べ87名。
利用内容の内訳を見てみると、相談が29％、相談・ボディワークが13％です。
子どものケアを考える時、親のケアも同じ様に大事になってきます。お母さん一人ひとりの語り（ナ
ラティブ）を大切にし、面談やボディワークを丁寧に行ったことや、ママカフェを通して相談の場を
広げていったことが、保護者利用の人数に反映されていると考えます。
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2023年5月から『ママカフェ』を月1回、ワークショップ形式で、手作業をしながらおしゃべりをす
る形で開催しています。
お母さんたちのクオリティの高い作品が出来上がり、無言で作り続ける時間もありますが、何かに没
頭したり無心になれる時間というのは、私たちが思っているより頭をクリアにする効果があるようで
す。また、作りものだけではなく、世代間伝達についての本を読み合わせから、自身の子育ての悩み
をおしゃべりしたり、夏休み・冬休み期間はお子さんも一緒に楽しめるママカフェとしました。
コロナ期間中の育児は閉鎖的で気軽に出掛けることもできず、苦しい思いの中、子育てされてきたお
母さんたちは多いと思います。それはまさに東日本大震災を思い出すようでした。
心身共にリフレッシュしてもらい、一人じゃない、まわりにも同じ人たちがたくさんいること、来て
良かったと思える空間づくりを大切に、今後も継続していきたいと思います。

スタッフのスキルアップに向けて、講師の先生を招き、5月に「科学的を装った嘘を暴く～闘いのこれ
までとこれから～」、7月に「これまでのコロナこれからのコロナ」、9月に「CAPおとなワーク
ショップ（子どもへの虐待防止プログラム）」の勉強会を実施しました。
また、2021年から開催し大人気の科学寺子屋 たらちね。第5弾 として おしえて！ゆずる先生 『小さ
い生き物の体の仕組みを見てみよう！』では、小学4年生～6年生を対象に干潟に生息する生物を採集
し、実体顕微鏡を使って目に見えない体の仕組みを観察する、体験実習型のイベントを８月に開催し
ました。
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【アイルランドで開催された、世界乳幼児精神保健学会 第18回ダブリン大会 に参加】

世界各国の乳幼児精神保健（赤ちゃんと家族のこころの健康支援）の専門家、実践者が国籍、人種、
文化、職種を超えて集う学会です。

今回、たらちねは、郡山市菊池医院の菊池信太郎先生のプレゼンテーション発表のサポートに携わ
りつつ、学会開催期間中ブースを持ち、震災から12年が過ぎた子どもたちの心の様子を中心に発信
しました。

ブースを訪れた人々は、「たらちね」が子どもたちに提供している遊び、ボディワーク、母親たち
のナラティブ、沖縄やイタリアの転地保養から得られる自然環境の癒し効果に強い関心と反応を寄
せました。
また海外の多くの方々が放射能による環境汚染に関心を持ち、たらちねによる海洋調査のデータを
熱心に見ていました。今後起こりうる放出を見据え、地道に測定を続ける活動は素晴らしく、必ず
必要とされていくデータであること、この大事な活動が市民の手によって運営されていることに、
賞賛の言葉をいただきました。
原発事故を経験した我々だからこそ、伝えられたものがあったと思います。

【日本乳幼児精神保健学会 第３回全国学術集会に参加】

12月 世界乳幼児精神保健学会 日本支部の全国学術集会が横浜市で開催。
「乳幼児の心の育ちを 乳幼児と家族の症例から学ぶ」をテーマに、たらちねからは、東日本大震災
後「被災からはじまるあらたな葛藤」と題し発表しました。母親たちの乳幼児期の体験や世代間伝
達の連鎖による問題について、乳幼児精神科医の渡辺久子先生と児童精神科医の鈴木廣子先生から
スーパーバイズをいただきました。

私たちは専門家ではありませんが、人の心に関わるからには科学的な根拠を獲得し、自分の言葉に
裏付けを持つことが重要だと考えます。和やかな雰囲気の中であっても、無責任なことは言えませ
ん。そのための学びを日々続けていきたいと思います。
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2024年1月1日能登半島地震が起きました。
東日本大震災当時を思い起こされた方もいらっしゃると思います。直後は命を繋ぐ危機的な状況
が続きました。

2011年3月11日の震災直後、幼い子どもを抱えて被災したお母さん、お⽗さんは、子どもたちの
普段と違う様子に戸惑い、困りながら行動しました。自分も含め、まわりの人すべてが被災者と
いう中、こころに余裕がなく、無理して平常心を取り戻そうと、子どもに対して適切な関わりを
持てなかったことが、今も深い後悔として親子のこころの傷となっています。

被災から5年・10年と時が過ぎたころから、今の不安はさまざまな形で、お子さんのこころやか
らだに表れてきたことを、私たちは東日本大震災を通じて実感しています。
知っていれば防げた後悔もあります。 東日本大震災の被災現場の学びを無駄にせず、お母さん、
子どもたちのために役立たせたいとの思いから、災害直後から日本乳幼児精神保健学会と連携し、
災害直後の初動における親子の関わりの大切さや、言葉のかけ方などがわかるチラシを作成し、
たくさんの方の目に留まるよう、石川県全域に新聞折込みをするよう動いています。

3.11の当時の記憶は、同じ出来事でも一人ひとり物語があります。

時間が解決してくれる問題も沢山あります。
しかし、その当時、背負ってしまったお母さんのトラウマは消えることなく、今も当時の
自分を責め苦しんでいます。
一人ひとりの語りから言えるのは、その当時は、子どもたちをそういう守り方しかできな
かったということです。そこからは精一杯、母としての「自分の子どもを救いたい」とい
う思いが伝わってきます。

その中で、子どもたちも必死に生き抜き、乳幼児でありながら親を助け共に戦った姿があ
ります。子どもたちは、平穏でゆっくりとした発達を遂げるのではなく、生きるために早
熟にならざるを得ず、その急速な成長と頑張りの疲労が思春期になり出始めている子もい
ます。

2023年は、こころのケアと保養が連携をとれる体制を準備し始めました。
今後は、保養事業との連携を深め、大自然からの癒しとともに、美味しいご飯や、スタッ
フの温かさ、保養先でもあとりえが提供しているプログラムが受けられる環境など、保養
前後でのサポートも整えていきたいと思います。

また、災害時における『母子のこころの守り方』を発信していくことも、東日本大震災を
経験し、こころのケアに向き合ってきた私たちだからこそできる大事な取り組みだと思っ
ています。
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この地図の、赤く色付けされている市町村が、今まで福島県から保養に参加された方の居住地です。
福島県の中で、特に放射性物質が拡散してしまった浜通りに位置する双葉郡は、最近まで帰還困難地域に指定
されていた地域もあり、保養の必要性がある高線量地域ではありますが参加者がいないまたは少ない状況です。
また、中通り・会津地方などは保養を実施していることを知らない方も多いようで、参加者がゼロの市町村も
あります。
身体的な放射能デトックスだけでなく、心身の休養を必要としている多くの方に保養に参加してもらうためと、
コロナ禍により、保養が実施する事が難しい時期がありましたので、少人数でのファミリー保養を再開したこ
とを告知するためにも福島県全域へ保養の紹介と募集のチラシの配布を行いました。
チラシ配布後は、たくさんのお問合わせと202世帯、729人からのお申込があり、「保養というものがあるのを
初めて知りました。」や「心身ともに疲れきってしまったので家族でゆっくり休息したい」など、さまざまな
理由で保養を必要としている方がたくさんいる事がわかりました。少しでも多くの方が、保養に参加して元気
になってもらえるように努力していきたいと思います。

現在も続く、新型コロナウィルスやさまざまな感染症の感染予防のため、2023年も、少人数の保養となりまし
たが、沖縄・球美の里、くまべこ子どもを守るママの会、イタリアNPO団体 オルト・デイ・ソーニの3団体と
協力して充実した保養を実施する事ができました。
2011年の福島第一原発事故後に被ばくの心配が低い地域で一定期間過ごす事を目的に始まった保養事業ですが、
原発事故から10年以上経過し、保養に求められるニーズが変化してきていると感じます。
原発事故前後に生まれた子どもたちが思春期に入り、心の問題が表に現れる時期であることや、震災の影を背
負った家族が重苦しく閉塞的な社会で声を出さずにひっそりと暮らし続けるストレスなど、さまざまな問題が
起きています。保養には、それらを緩和させる力があり、日常から離れのんびり過ごすことで、身体的な放射
能デトックスの役割だけでなく、心の安定と休養をもたらすプログラムとして役立つことが、保養者さんのお
話しなどからわかりました。
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こちらは、福島県大熊町から避難したお母さん達が運営している保養です。
2023年は、夏と冬の2回実施し合計38名の方が参加されました。
福島県南会津郡只見町の大自然に囲まれた場所に位置する「森林の分校ふざわ」に3日間滞在します。福島県内
という場所柄、汚染の心配もあるため毎年測定を行い、安全を確認してから実施しています。。
夏は、天然のブナ林のトレッキングや川遊びなどを通して、さまざまな生き物の観察やBBQなど楽しいイベン
トを満喫しました。
冬は、毎年かなりの積雪があるので、そり滑り・スノーチューブやかんじき体験など雪国ならではの遊びを思
いっきり楽しみました。
３日間と短い時間ではありますが、普段はできない体験や自然のなかでたくさん遊ぶことができ子ども達にも
大好評です。

2023年も、毎月１，２回の保養を計画し、合計128名の方が参加されました。
8月は台風6号が久米島に直撃してしまい島全体にも球美の里の施設にも被害があり、残念ですが保養を中止せ
ざるを得ない状況でした。約1か月ほどで、施設の修繕などを行い現在は通常通り保養を行っています。
現在は1回の保養で、2，3家族 約10名ほどの保養者さんが、5日間滞在します。
滞在中は、午前と午後に海遊び・泥染め・シーサー作りなどのプログラムを用意しており、天候や保養者さん
の体調と相談しながらゆったり余裕のある時間を過ごせるようにしています。
また、球美の里での食事は、発酵食品をとりいれた無添加の食事とおやつを施設長が手作りして提供しており、
保養者さんに大変好評です。
最近は、新しい試みとしてマッサージなどのタッチケアを導入し、保養者さんのケアも行っています。
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オルト・デイ・ソーニ イタリア転地保養について

こちらは、イタリアのNPO団体オルト・デイ・ソーニが運営する、イタリアに約1か月間滞在する転地保
養です。
2023年は、11歳・12歳の男の子4名と以前にイタリア転地保養に参加した現在は大学生の男性がサポー
トとして参加しました。

以前は、ミラノ休暇の家にて保養を実施していましたが、建物の改修工事のため使用できなかったので、
2023年は、イタリア中部の建築家の家で実施しました。
約24時間かけてミラノへ移動し、温灸やマッサージセラピーを受けたり、博物館や地元の観光など数日間
ミラノを楽しみ、その後目的地の町へ移動しました。
メルカテッロの町では、川遊びや地元の方とパスタ作りや染色体験、同じ年代のイタリアの子ども達との
交流イベントなどの異文化交流を通して、多くの事を学び充実した時間を過ごしました。
１か月と長い期間なので、ホームシックや時にはお友達とケンカすることもありましたが、参加した子ど
も達全員が『絆を深め楽しかった。また来たい。』とたくましく成長したようでした。

ご支援ありがとうございます！



出張検診日 場所 人数

1月9日 たらちねクリニック（いわき市） 27

1月29日 北茨城市中郷多目的集会場（北茨城市） 39

2月23日 パルシステム東京（東京都新宿区） 21

2月26日 北茨城市民ふれあいセンター（北茨城市） 45

3月26日 南相馬市労働福祉館（南相馬市） 34

4月9日 会津若松日新コミュニティ（会津若松市） 26

4月23日 郡山コスモス通り教会（郡山市） 41

5月14日 須賀川東公民館（須賀川市） 22

6月11日 亘理中央公民館（宮城県亘理郡） 47

6月25日 二本松福祉センター（二本松市） 17

7月2日 白河市立図書館（白河市） 12

7月25日 まち子ちゃん店（田村市） 23

8月6日 角田市民センター（宮城県） 43

9月10日 白石市中央公民館（宮城県） 25

9月24日 保原交流会館（伊達市） 20

10月15日 サンライフ福島（福島市） 4

10月29日 置賜文化センター（山形県） 21

11月23日 安積学習センター（郡山市） 10

11月26日 広野町公民館（双葉郡） 3

12月2日 パルシステム東京（東京都新宿区） 23

12月3日 パルシステム東京（三鷹市） 31

合計 534

甲状腺検診一覧 2023年1月～１2月 受診者数534人

2023年1月～12月

甲状腺検診結果

2023年1月～12月は、534人の方が受診されました。
今年はコロナウイルスの影響が少なく、中止することもなかったため全21回、月に2回ぺースで出張検診
が出来ました。
7月に白河市立図書館で行われた検診は、NPO法人原発災害情報センターから甲状腺検診のご依頼があり、
ご協力で実現しました。
低線量の被ばくは、晩発的に影響がでると言われており、子どもたちをはじめ、みなさんの健康を守るた
めに今後も続けて参ります。

－ 16 －



1992年4月2日～2012年4月1日生まれのデータになります。
受診者人数は244人でした。
事故当時18歳だったお子さんが今では31歳になります。
今回、【B判定】は24歳が2人、25歳1人、30歳1人で合計4人いました。
のう胞、結節は無いが甲状腺に異常が見られた【その他】が9人いました。
【その他】の所見は内部不均一、慢性甲状腺炎の疑い、甲状腺腫大などです。

福島県健康調査で二次検査を受けた結果615人から54人（8.8％）が穿刺吸引（細胞診）を受け、その中の
26人が（4.2％）が悪性・悪性の疑いがあるという結果が福島県が発行する甲状腺通信20号で出ています。
A2の割合が福島県健康調査よりもたらちねの方が少なくなっていますが、たらちねの受診者数が少ないため
単純に比較する事は出来ないところです。
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朝日新聞 2023年7月31日掲載

1992年4月2日～2012年4月1日生まれを対象とした、2013年～2023年のA1、A2、B、C判定のグラフになり
ます。B判定が少しずつ増えているのが分かります。逆にA2は少なくなってきています。
たらちねの判定でA2-aで発育期の過程で発生するのう胞があります。対象者の年齢が上がった事で、のう胞自
体が消えてA1が多くなった可能があるかと思われます。

朝日新聞で2023年7月31日に掲載された記事
になります。
福島県はコロナウイルスの影響を理由に甲状
腺検診を縮小しました。県の評価部会は「甲
状腺がんと放射線被ばくの間の関連は認めら
れない」と結論づけました。
ベラルーシ南部の女性が、事故後20年以上が
経過し甲状腺がんの手術したように、事故後
時間が経ってから甲状腺がんと診断された患
者が出ており、チェルノブイリ原発事故後、
今なおリスクを抱えながら生きていると書か
れた記事もみられます。
福島県も結論を出すのは、まだまだ早すぎる
様に感じました。

この度は緊急支援で甲状腺検診のエコー機器購入のご
寄付のお願いをいたしました。多くのご支援者様から
温かいご支援をいただきまして、GE社製 Versana
Active R1.5購入することが出来ました。厚く御礼申し
上げます。

原発事故から13年になり、甲状腺検診を受ける方が少
なくなりつつあります。しかし、2023年の受診者534
人のうち、初めてたらちねの甲状腺検診を受けた方は
226人になります。
双葉郡の避難解除区域が多くなり、帰還される方も増
えてきています。
福島県健康調査では、事故当時18歳以下が甲状腺検診
対象者です。未だにサポートを必要とする人達もいる
と思います。今後も地域に寄り添い、出張検診を行っ
ていきたいと思います。
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こちらは、たらちねクリニックの診療案内です。診療日は月曜日から金曜日、土日祝日・木曜日午前中は休診
日となります。内科・小児科診療のほか、予防接種や健康診断、たらちねドックを実施しております。
予約制となりますので、お問い合わせのうえ、ご来院ください。

こちらのグラフは、2023年来院患者
の年代別構成比となります。
乳幼児から小学生が半数以上を占め、
30代以上の多くが、お子さんと一緒
に受診した保護者の方です。
ご家族みなさんに、身近なかかりつけ
医としてご利用いただいております。

－ 19 －

たらちねこどもドックの内容はこちらになります。
診察から始まり、身長・体重・視力・聴力・採血・心電図・尿検査などの一般項目に加え、甲状腺検
診・体内の放射線量を知ることができる尿中セシウム測定や、WBC(ホールボディーカウンター)を準
備しております。
これらの検査はあくまでも『健康診断』のため、自己負担での『自費診療』となりますが、たらちね
クリニックでは、全国の皆さまからのご支援をこの検査費用に充当し、事故当時18歳以下の方は現在
成人していても無料で受診いただけます。

たらちねクリニック
2024年3月17日
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こちらは、2023年のこどもドック利用者数のグラフになります。
新型コロナウイルスやインフルエンザの感染拡大が懸念されるなか、発熱外来とは時間帯を別にし、151名の
多くのお子さんがこどもドックを利用しました。いわき市内だけでなく、双葉郡や中通り、県外遠方からも
足を運んでいただきました。これまで以上にお母さんたちは、周囲へ相談できず不安を口に出せない状況が
みられました。お子さんだけではなく、大人になったあの時のお子さんも、一人でも多く受診できるよう更
に受け入れ態勢を整えていきます。

たらちねでは『事故当時小さかった子
どもたちが成長し、大人になっても自
分自身の健康を守っていけるように』
という願いを込めて、「たらちねこど
もドック手帳」を作成しました。

たらちねこどもドックを受けた方皆さ
んに配布しております。

手帳の中身はこのようになっておりま
す。甲状腺検査や尿中セシウム測定、
ホールボディーカウンター測定の結果
が見開きで記載されています。
また、前回の結果と見比べることがで
きるので、母子手帳のように末永くお
付き合いできたらと願っております。
親子で受診された娘さんは、ママとお
揃いでご機嫌でした。



2023年のおとなドック利用
者数のグラフになります。
現場での口コミが広がり、新
規の企業・患者さんが増加し
ました。
またそのご家族も受診したい
との問い合わせもいただきま
した。

2022年1月から始まった、たらちねクリニックの新しい取り組みをご案内いたします。
こちらの無料健康診断は、一般財団法人ふくしま百年基金の「被災者の心の健康を守る福島支援事業」により
ご支援をいただいております。
対象者は双葉郡やその近隣でお仕事をされている方、双葉郡に現在居住している方、及び居住していた方です。
検査内容は、たらちねこどもドックに胸部レントゲンが追加されています。
震災当時幼かったお子さんたちも、今では大きく成長しました。原発作業員として懸命にお仕事をされている
方、子を思う親になっている方、幼い子どもだった多くの方も利用しています。大人になってからも継続して
健康診断を受けていただき、ご自身のからだに向き合うきっかけになってほしいと願っております。
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たらちねが開所した2011年11月からから2023年12月までの総受験者数は、5,217名となっています。
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尿中セシウムを測定することによって、1日の摂取量や、体内蓄積量が推定されます。
尿中セシウム体内蓄積量の試算は、
１，２，３を前提として計算しています。
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成人で、1日の尿量が、1.6リットルとした場合の試算表です。真ん中が、実際に測定された
キロ当たりのセシウム量です。左が、1日の推定摂取量。右が、体内の推定蓄積量です。

10歳で、1日の尿量が、1.2リットルとした場合の試算表です。
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1日の摂取量107から122ｍBqは、世界中で行われた核実験の影響が残る1980年代と同程度です。
原発事故前は、20ｍBq以下なので、５倍以上の摂取となっています。
1986年のチェルノブイリ事故の時も、一時的に高くなっています。
原発事故直後の摂取被ばく量は、この検査ではわかりませんが、人によっては数十倍から数百倍
あったと思われます。
特に当時小さかった子どもたちは、その時の身体への影響が数年後になって出てくる可能性もあ
ります。
そのため、甲状腺などの検診も継続していく必要があります。
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たらちねでは、他の測定機関と測定値のクロスチェックを行ったり、測定技能試験に参加したりすることで、測
定値の信頼性の確保を図っています。
放射性セシウムについては、日常的に、たらちねのNaIシンチレーション検出器・ゲルマニウム半導体検出器で測
定したものと同じ試料を、今中哲二氏協力の下、京都大学複合原子力科学研究所のゲルマニウム半導体検出器で
も随時測定していただき、値の大きなズレや、誤検出がないことを確認しています。
また、今年は、公益財団法人 日本分析センターが実施している「放射能測定技能試験」に参加しました。値を知
らされていない玄米粉試料を、たらちねのゲルマニウム半導体検出器で測定し（測定試料量70g）、結果を報告し
ました。分析結果の信頼性が満足なものであるとする、評価を取得しました。
ストロンチウム90は、福島第一原発沖の同一箇所で採取した海水を、日本分析センターに測定依頼するとともに、
たらちねでも測定しました。たらちねの結果は0.0009Bq/L、日本分析センターは0.0007Bq/Lで、誤差の範囲で
一致しました。

－ 30 －

トリチウムも、大熊町の同一箇所で採取した海水を、日本分析センターに測定依頼するとともに、たらちねでも
測定しました。たらちねは0.16Bq/L、日本分析センターは0.13Bq/Lで、これも誤差の範囲で一致しました。
冒頭にも紹介しましたが、ALPS処理汚染水放出中に、福島第一原発北側敷地境界付近で海水を採取しました。こ
れは東京新聞の記者の方の企画で実施したものでした。たらちねで測定するとともに、東京新聞から、東京大学
小豆川勝見氏の分析ラボにも測定依頼をしました。たらちねの測定値は1.01Bq/L、小豆川氏の測定値は
1.03Bq/Lで、これも驚くほど値が合致しました。
さきほどご紹介した、さまざまな放射性核種を吸着し、測定できる二酸化マンガン吸着捕集法も、日本分析セン
ターに同じ方法での測定を依頼し、クロスチェックを行いました。クロスチェック試料は、福島第一原発沖の同
じ場所で採取した海水を使用しました。結果はどちらの測定でもすべての核種で検出限界以下となりました。



2023年に放射性セシウムを測定した件数です。
総検体数が1615件で、内訳は、食材が848件、土壌603件、水試料142件、資材17件、植物4件で
した。測定検体によって、より精密に測定できるゲルマニウム半導体検出器とNaIシンチレーショ
ンカウンター使い分け、測定精度を高め確実な値が出せるように努めました。
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NaIシンチレーション検出器で測定した食品のまとめです。
たらちねのNaIシンチレーション検出器で、大体2～3Bq/kgくらいまで、検出下限値を下げて放射性セシウム
を測定することができます。「ND」とあるのは、検出下限値以下を意味しており、必ずしもゼロというわけ
ではありません。
左側の表は10Bq/kgを超えたものです。右の表は放射性セシウムを検出したものの抜粋です。
採取地がうすく色付けされているところは、帰還困難区域です。
茨城県の野生のたらのめから78.1Bq/kg、福島県南会津郡の原木シイタケ(乾燥)から70.7Bq/kgと高い値が検
出されています。
野生の山菜やきのこ類は、福島県内はもちろん茨城や山形など近隣県でもまだまだ高い値が検出されています。
右の表では、その他の比較的高い値が出ることが多いものを抜粋しました。
双葉郡などの高線量地域で栽培されたものは、土壌の汚染状態によって高い値が検出されているものが多いで
す。
豆類などは、福島第一原発から50㎞以上離れている二本松市や須賀川市などでも検出されています。

ゲルマニウム半導体検出器で測定した食材のまとめです。
左の表は50Bq/kgを超えたもの、右の表は気になったものや知ってもらいたいと思ったものです。
ゲルマニウム半導体検出器は、少ない試料量でも測定ができるため、量があまり採れない山菜や野生キノコ、
あんぽ柿などをよく測ります。
また、試料量が多ければ、検出下限値をとても低くできるので、主食のお米などは0.05Bq/kgくらいまで検出
限界値を下げて測っています。
お魚も、福島の海の現状を正確に知るために、0.3～0.1Bq/kgくらいまで検出限界値を下げて測っています。
1番高い値を検出したのは、福島県いわき市で採取したバカマツタケ、7058.1Bq/kgでした。
やはり、山菜類やキノコ類は、まだまだ高い値を検出しています。
白米は、茨城県や福島県いわき市のお米からも値が検出されていますが、特に双葉郡で栽培されたものは高い
傾向があります。
アユなどの川魚は海の魚より高い傾向があります。最近、福島県沖で水揚げされるようになったイセエビも身
が0.4Bq/kg、殻が0.7Bq/kgありました。
牛乳も福島県と岩手県のものから検出されました。
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2023年 ベータ線測定結果について
ベータ線の総測定件数は194件でした。
ストロンチウム90が113件、トリチウムが81件でした。 細かい測定内訳は右図をご覧ください。
2023年は、ALPS処理汚染水の海洋放出が開始されたことで海洋調査の検体測定を特に重点的に進めた1
年でした。また、1月に液体シンチレーション測定器を導入できたことでトリチウムの測定が効率よく精
密に測定することができ、前年度より大幅に測定件数を増やす事が出来ました。

ストロンチウム90の依頼検体まとめ
ベータ線ラボが始まってから、ストロンチウム90の総依頼件数は352件でした。
左の図が、依頼検体の内訳で赤いところが検出したものです。
食材は、157件中33件、水試料は27件中2件、土壌は107件中45件、植物は26件中22件、資材は35件中
24件、検出されました。
右の図は、2023年にご依頼いただいた検体で1番上のバカマツタケは、放射性セシウムの測定結果がかな
り高い値でしたので、依頼者の方と相談してストロンチウム90の測定も実施し、検出下限値以下でした。
双葉郡大熊町の松の葉、双葉郡浪江町の松ぼっくりなどは、年々数値は下がってきていますが、今もなお
高い値が検出されています。
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こちらは、自由水型トリチウムの測定結果です。
トリチウムは天然にも存在する放射性物質であり、12.3年で半分の量になる一方、空の上で日々
生成もされています。また1950～60年代の大気圏内核実験などでも多く放出され、それもまだ地
上に残っています。
そのため、福島県内の水のトリチウムを測定するだけでは、検出されたとしても、それが福島第
一原発事故由来のトリチウムであるかを判断できません。
たらちねでは、2022年に全国の協力者に、各地の海水や水道水、川水などを汲んでお送りいただ
き、順次、測定をしています。
以下の測定結果は、そうしてお送りいただいた水などを測定した結果です。
送付していただいた水のうち、これまでの測定で、海水から検出されたことはありません。一方
で、川水や水道水などの陸水からはほとんどの場合、検出されています。
一般的に海水はトリチウム濃度が低いとされていますが、これは、海は半減期を何度も繰り返し
た大量の水で満たされており、空の上などで新しく生成したトリチウムが、雨や川などを通じで
多少流入しても、希釈されるからだと言われています。

試料名 採取地 採取月 測定結果

海水 茨城県東海村 2022年7月 ND（<0.04）

海水 静岡県静岡市 2022年6月 ND（<0.04）

海水 静岡県御前崎市 2022年7月 ND（<0.04）

海水 石川県七尾市 2022年7月 ND（<0.05）

海水 兵庫県明石市 2022年7月 ND（<0.04）

海水 兵庫県明石市 2022年7月 ND（<0.04）

海水 和歌山県田辺市 2022年7月 ND（<0.04）

海水 沖縄県石垣市 2022年7月 ND（<0.05）

試料名 採取地 採取月 測定結果

川水 福島県只見町 2022年6月 0.26 ± 0.05

水道水 福島県只見町 2022年6月 0.07 ± 0.05

用水路の水 石川県輪島市 2022年7月 0.19 ± 0.05

川水 東京都東久留米市 2022年6月 0.13 ± 0.05

川水 長野県須坂市 2022年7月 0.21 ± 0.05

川水 兵庫県明石市 2022年6月 0.17 ± 0.05

水道水 広島県広島市 2022年6月 0.20 ± 0.05

水道水 山口県山口市 2022年6月 0.35 ± 0.04

水道水 山口県岩国市 2022年6月 0.37 ± 0.04

水道水 愛媛県松山市 2022年6月 0.31 ± 0.04

水道水 愛媛県今治市 2022年6月 0.34 ± 0.04

水道水 福岡県北九州市 2022年6月 0.13 ± 0.05

全国からお送りいただいた水（一部）

自由水型トリチウムの測定結果（海洋調査以外）
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・トリチウムは天然にも存在する放射性物質であり、また1950～60年代の大気圏内核実験など
でも多く放出された。

・福島県内の水のトリチウムを測定するだけでは、検出されたとしても、それが福島第一原発事
故由来のトリチウムであるかを判断できない。

・たらちねでは、2022年に全国の協力者に、各地の海水や水道水、川水などを汲んでお送りいた
だき、順次、測定をしている。

・こうして送付いただいた水のうち、これまでの測定で、海水から検出されたことはない。
・一方で、川水や水道水などの陸水からはほとんどの場合、検出されている。



た
ら
ち
ね
で
は
、
い
わ
き
市
内
の
公
園
の
空
間
線
量
と
土
壌
中
の
放
射
性
物
質
の
測
定
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
は
、

4
0
カ
所
の
公
園
測
定
を
実
施
し
、
そ
の
な
か
の
福
島
県
い
わ
き
市
四
倉
町
に
あ
り
ま
す
梅
ヶ
丘
公
園
で

1
番
高
い
値
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

公
園
の
四
隅
、
真
ん
中
、
遊
具
の
下
ま
た
は
周
辺
な
ど
子
ど
も
達
が
遊
び
そ
う
な
場
所
を
重
点
的
に
測
定
し
て
い
ま
す
。

公
園
内
の
空
間
線
量
は
最
大
で
0
.1
8
μ
S
V
/h
で
し
た
が
、
公
園
の
写
真
左
下
③
の
地
点

(切
り
株
周
辺

)の
土
壌
中
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
値
が

1
0
,8

3
3
B

q
/k

g
乾
と
か
な
り
高
い
値
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
、
い
わ
き
市
の
除
染
対
策
課
に
情
報
共
有
し
除
染
を
実
施
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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浜
通
り
で
海
開
き
を
し
て
い
る
海
水
浴
場
の
海
砂
測
定
に
つ
い
て

2
0
2
3
年
は
、
夏
に
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
た
双
葉
郡
楢
葉
町
の
岩
沢
海
水
浴
場
と
い
わ
き
市
の
四
倉
・
薄
磯
・
勿
来
海
水
浴
場
の

4
か
所
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

海
砂
は
、
表
層
、

1
5
㎝
、

3
0
㎝
、

5
0
㎝
の
そ
れ
ぞ
れ
の
深
さ
で
海
砂
を
採
取
し
、

N
a
Iシ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
検
出
器
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

四
倉
海
水
浴
場
の
深
さ

5
0
㎝
の
ポ
イ
ン
ト
で

5
2
1
B

q
/k

g
乾
と

1
番
高
い
値
が
検
出
さ
れ
た
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
場
所
で
も
、
浅
い
場
所
よ
り
も
深
い
場
所
の
方
が
高
い
値
が
出
る
ポ
イ
ン
ト
が
多
い
よ
う
で
す
。

海
砂
の
測
定
は
、
毎
年
海
水
浴
場
が
オ
ー
プ
ン
に
な
る
前
に
情
報
公
開
で
き
る
よ
う
採
取
測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
測
定
結
果
は
、
た
ら
ち
ね

H
P
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
海
水
浴
に
お
出
か
け
に
な
る
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
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昨年、私たちにとって最も大きかった出来事は、政府・東京電力によるALPS処理汚染水の海洋放出です。
2023年8月24日、政府・東京電力は、福島第一原発構内のタンクに貯蔵されているALPS処理汚染水の海
洋放出を、地元関係者はもとより、国内外の人々の声を押し切って強行しました。
今年度は、合計3万1200トン（トリチウム総量約5兆Bq）を放出する計画としています。
第１回目の放出は、8月24日～9月11日まで行われ、約7788トンが放出されました。第２回目は10月5日
～10月23日、第３回目は11月2日～11月20日に、それぞれほぼ同量が放出されました。第４回目は、
2024年2月下旬から3月上旬にかけてとされています。

注目すべきは、東京電力は「トリチウム濃度の薄いALPS処理水から順次放出することを基本方針」として
いるということです。
保管されているタンクごとにトリチウム濃度は異なります。東京電力によればALPS処理汚染水のトリチウ
ム濃度は、およそ15万Bq/L～250万Bq/Lとされています。
今回放出されたALPS処理汚染水は、希釈前のトリチウム濃度がおよそ13万Bq/L程度とされており、最も
濃度の薄いものの一部を放出したにすぎません。
本来はこれからトリチウム濃度の濃いものが流されていくのに、メディアなどでは、「不検出だった」
「基準を下回った」といった報道がされました。これからトリチウム濃度が濃くなっていくのに反比例し
て、いつしか人々の関心の方が薄くなっていってしまうのではないかと危惧しています。
また、放出されたALPS処理汚染水には、トリチウム以外の放射性物質も含まれています。今回放出された
ALPS処理汚染水の希釈前のトリチウム以外の放射性物質は、東京電力の発表でも、規制基準値の濃度を
「１」とすると、「0.25」程度残留していると説明されています。この中には、炭素14、コバルト60、ス
トロンチウム90、ヨウ素129、セシウム137などが検出されているといいます。こうしたものが、少なく
とも30年以上にわたって、私たちの福島の海に放出され続けることになっています。
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東
京
電
力
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
放
出
口
か
ら

2
0
0
m
の
地
点
（

T
-0

-1
A
）
で
最
大
「

1
4
B

q
/L
」
、

5
,6
号
機
放
水
口
北
側
（

T
-1
）
で
最
大
の
「

4
.3

B
q
/L
」
の
ト
リ
チ
ウ

ム
が
検
出
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
も

1
0
月

1
6
日
に
採
取
し
た
海
水
か
ら
検
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

た
ら
ち
ね
で
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
翌
日
の

1
0
月

1
7
日
に
、

T
-1
地
点
か
ら
北

1
k
m
ほ
ど
の
地
点
の
沿
岸
で
海
水
を
採
取
し
、
測
定
し
た
と
こ
ろ
、
「

1
.0

1
B

q
/L
」
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
た
ら
ち
ね
が
福
島
第
一
原
発
沖
や
福
島
県
沿
岸
で
採
取
し
測
定
し
て
き
た
海
水
と
比
べ
、
１
桁
以
上
高
い
値
で
す
。

A
L
P
S
処
理
汚
染
水
と
し
て
放
出
さ
れ
た
ト
リ
チ
ウ
ム
を
検
出
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
検
出
結
果
に
つ
い
て
は
東
京
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

東
京
電
力
は
比
較
的
検
出
下
限
値
の
低
い
、

0
.3

B
q
/L
程
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
週

1
回
、
迅
速
法
に
よ
る
検
出
下
限
値
の
高
い

7
～

8
B

q
/L
程
度
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
毎
日
実
施
す
る
と
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、

2
0
2
3
年

1
2
月

2
5
日
に
、
放
出
し
て
い
る
期
間
以
外
は
、
迅
速
法
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
回
数
を
大
幅
に
減
ら
す
と
い
う
方
針
転
換
を
発
表
し
ま
し
た
。
環
境
省
も
同
様
に
、

放
出
期
間
以
外
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
件
数
を
大
幅
に
減
ら
す
方
針
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

本
来
は
、
今
後
、
よ
り
高
い
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
の

A
L
P
S
処
理
汚
染
水
が
放
出
さ
れ
て
い
く
予
定
の
た
め
、
継
続
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

加
え
て

A
L
P
S
処
理
汚
染
水
に
は
ト
リ
チ
ウ
ム
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
核
種
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
拡
散
状
況
に
つ
い
て
の
十
分
な
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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沖
合
海
洋
調
査
の
測
定
に
つ
い
て

沖
合
で
の
海
洋
調
査
は
、
福
島
第
一
原
発

1
.5
㎞
沖
の

A
・

B
・

C
・

D
の

4
か
所
で
表
層
と
下
層
の
海
水
採
取
と
魚
・
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
採
取
を
し
、
富
岡
港
沿
岸
で
は
海
水
表
層
の
み
採
取
し
ま
す
。

海
水
は
、
表
層
は
水
汲
み
バ
ケ
ツ
で
採
取
し
、
下
層
は
海
底
に
バ
ン
ド
ー
ン
式
採
水
器
を
沈
め
て
採
取
し
ま
す
。

魚
は
、
釣
り
で
採
取
し
ま
す
が
、
季
節
や
天
候
に
よ
っ
て
な
か
な
か
釣
れ
な
い
時
も
あ
り
ま
す
の
で
、

1
0
匹
程
度
釣
れ
る
ま
で
ポ
イ
ン
ト
を
少
し
ず
つ
移
動
し
な
が
ら
採
取
し
ま
す
。

海
洋
調
査
で
採
取
し
た
検
体
は
、
ラ
ボ
に
帰
っ
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
測
定
核
種
に
あ
っ
た
前
処
理
を
し
て
分
析
を
す
す
め
ま
す
。
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放
射
性
の
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
結
果
に
つ
い
て

魚
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
は
、
捌
い
て
乾
燥
さ
せ
専
用
の
容
器
に
詰
め
、
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
で
測
定
し
ま
す
。

海
水
は
、
ろ
過
し
海
水
中
の
懸
濁
物
を
取
り
除
い
て
か
ら
試
料
に
リ
ン
モ
リ
ブ
デ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
添
加
し
、
海
水
中
に
含
ま
れ
る
微
量
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
吸
着
乾
燥
さ
せ
て
測
定
し
ま
す
。

す
べ
て
の
検
体
を
効
率
よ
く
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
半
導
体
検
出
器
で
測
定
で
き
る
よ
う
、
前
処
理
を
計
画
的
に
す
す
め
ま
す
。

2
0
2
3
年
は
悪
天
候
が
続
い
た
た
め
、
な
か
な
か
海
に
出
る
こ
と
が
出
来
ず
、

5
月
と

8
月
の
み
の
海
洋
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

海
水
の
セ
シ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
地
点
で
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
以
前
の
デ
ー
タ
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
特
別
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

魚
に
つ
い
て
も
、
採
取
し
た
す
べ
て
の
魚
種
で
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
海
水
同
様
に
特
別
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
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二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
吸
着
捕
集
法
に
よ
る
海
水
の
測
定
に
つ
い
て

福
島
第
一
原
発
敷
地
内
に
タ
ン
ク
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
汚
染
水
の

7
割
近
く
は
、
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
放
射
性
物
質
が
基
準
値
を
超
え
て
残
留
し
て
い
る
と
東
電
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出
口
に
一
番
近
い
た
ら
ち
ね
採
取
地
点
Ｄ
の
海
水
を
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
吸
着
捕
集
法
で
測
定
す
る
こ
と
は
始
め
ま
し
た
。

こ
ち
ら
は
、
リ
ン
モ
リ
ブ
デ
ン
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
処
理
で
セ
シ
ウ
ム
分
離
後
の
海
水
に
、
二
酸
化
マ
ン
ガ
ン
を
加
え
、
目
的
核
種
を
吸
着
さ
せ
て
測
定
す
る
方
法
で
す
。

現
段
階
で
は
、
す
べ
て
Ｎ
Ｄ
不
検
出
で
す
が
、
今
後
も
測
定
を
続
け
推
移
を
見
守
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
の
測
定
結
果
に
つ
い
て

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
は
、
大
き
く
分
類
す
る
と
①
酸
抽
出
→
②
沈
殿
生
成
→
③
レ
ジ
ン
処
理
→
④
測
定
の

4
つ
の
工
程
で
分
析
測
定
を
し
ま
す
が
、
分
析
す
る
試
料
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た

前
処
理
を
し
て
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。

海
水
の
測
定
結
果
は
、
季
節
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
る
時
と
さ
れ
な
い
時
が
あ
る
よ
う
で
す
。

魚
の
測
定
結
果
は
、
今
回
の
調
査
で
も
メ
バ
ル
か
ら
値
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
バ
ル
は
他
の
魚
種
に
比
べ
て
、
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
が
検
出
さ
れ
る
割
合
が
多
い
印
象
で
す
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
の
で
、
今
後
も
測
定
を
続
け
、
検
証
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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トリチウムの測定についてご紹介する前に、あらためてトリチウムという物質がどういうものかを簡単にご
説明します。
トリチウムは「水素」（H）の放射性同位体です。陽子１つで構成されるのが軽水素、陽子に中性子が一つ
付いているのが重水素でＤなどと表記されます。これらは放射線を出しません。陽子に中性子が２つ付いて
いるのがトリチウムで、Ｔなどと表記されます。これは不安定な状態なので、β線という放射線を出して、安
定したヘリウムに変わります。
半減期は12.3年です。トリチウムが100あるとすると、12.3年後には50になっているということです。
トリチウムは多くの場合、「水」（H2O）の水素が一つ、トリチウムとなっている状態（HTO）で存在しま
す。この形態を「自由水型トリチウム」と言います。
一方で、生物の身体の中では、人間で言えば汗や血、リンパ液などを構成する水（HTO）の形態で存在する
場合があります。こうした形態を「組織自由水型トリチウム」（TFWT）と呼びます。
それとは別に、光合成や経口摂取などを通じて、タンパク質やDNA、脂肪などを構成する水素がトリチウム
となる場合があります。こうした形態を「有機結合型トリチウム」（OBT）と呼びます。
同じ生物の身体の中のトリチウムでも、「組織自由水型トリチウム」と「有機結合型トリチウム」では、生
体への蓄積の経路も異なり、生物学的半減期、つまり身体に取り込んだときに、身体から抜けていく速度も、
測定の手順も異なります。
トリチウムは「水」として存在し、「水」の状態で測るので、測定においては、全行程で、試料以外の余計
な「水」「水蒸気」などが混じらないように気を付ける必要があります。

トリチウムの主な存在形態

分子の世界原子の世界

軽水素（1H）
安定

重水素（2H,D）
安定

トリチウム（3H,T）
放射性

－ 43 －

・トリチウムは「水素」（H）の放射性同位体。化学的な性質は、軽水素とほとんど同じ。
不安定な状態のため、β線を放出して安定のヘリウムとなる。

・物理的半減期は12.3年。

・多くの場合、「水」（H2O）の水素が一つ、トリチウムとなっている状態（HTO）で存在する。
この形態を「自由水型トリチウム」と言う。

・生物の身体の中では、人間で言えば汗や血、リンパ液などを構成する水（HTO）の形態で存在
する。こうした形態を「組織自由水型トリチウム」（TFWT）と呼ぶ。

・それとは別に、光合成や経口摂取などを通じて、タンパク質やDNA、脂肪などを構成する水素
がトリチウムとなる場合がある。こうした形態を「有機結合型トリチウム」（OBT）と呼ぶ。

・同じ生物の身体の中のトリチウムでも、「組織自由水型トリチウム」と「有機結合型トリチウ
ム」では、生体への蓄積の経路も異なり、生物学的半減期（身体から抜けていく速度）も、測
定の手順も異なる。

・トリチウムは「水」として存在し、「水」の状態で測るので、測定においては、全行程で、試
料以外の余計な「水」「水蒸気」などが混じらないように気を付ける必要がある。



電
解
濃
縮
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

水
を
電
気
分
解
す
る
と
水
素
ガ
ス
と
酸
素
ガ
ス
が
生
成
し
ま
す
。
軽
い
水
素
ほ
ど
早
く
電
気
分
解
が
進
む
た
め
、
軽
水
素
＞
重
水
素
＞
ト
リ
チ
ウ
ム
の
順
に
分
解
さ
れ
や
す
い
と
い
う
性
質
を
持
っ

て
い
ま
す
。
ト
リ
チ
ウ
ム
水
は
分
解
さ
れ
に
く
く
、
試
料
水
中
に
残
る
た
め
、
濃
縮
を
し
、
低
い
検
出
限
界
ま
で
精
度
よ
く
分
析
が
で
き
ま
す
。

た
ら
ち
ね
で
は
、

A
L
P
S
処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出
の
決
定
な
ど
を
受
け
、
よ
り
多
く
の
水
試
料
の
ト
リ
チ
ウ
ム
を
分
析
す
る
必
要
が
生
じ
ま
し
た
。

た
ら
ち
ね
で
は
こ
れ
ま
で
も
「
ト
リ
ピ
ュ
ア
」
と
い
う
電
解
濃
縮
装
置
を
運
用
し
て
き
ま
し
た
が
、
前
処
理
が
追
い
つ
か
な
く
な
っ
た
た
め
、
新
た
に
、
一
度
に
多
く
の
試
料
を
電
解
濃
縮
で
き
る

電
解
濃
縮
槽
型
の
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。

電
解
濃
縮
槽
型
は
、
試
料
水
と
ニ
ッ
ケ
ル
製
の
電
極
を
円
柱
状
の
ガ
ラ
ス
管
の
中
に
入
れ
、
電
極
に
電
気
を
流
す
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
電
気
分
解
を
し
て
い
き
ま
す
。
日
数
は
か
か
り
ま
す
が
、
た

ら
ち
ね
の
装
置
で
は
、

1
回
に

8
検
体
の
電
解
濃
縮
が
で
き
ま
す
。
電
解
濃
縮
槽
型
は
、
ト
リ
ピ
ュ
ア
と
比
べ
て
作
業
工
程
が
多
く
、
操
作
に
熟
練
が
要
る
た
め
、
現
在
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
試
験

運
転
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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ま
ず
は
自
由
水
型
ト
リ
チ
ウ
ム
の
測
定
で
す
。
海
水
や
川
水
な
ど
を
採
取
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

1
回
の
測
定
用
に
、
大
体

2
L
程
度
を
採
取
し
ま
す
。

採
取
し
て
き
た
水
は
、
一
度
ろ
過
し
て
、
大
き
な
砂
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
を
除
去
し
ま
す
。

そ
の
後
、
酸
化
剤
な
ど
を
加
え
て
、
減
圧
蒸
留
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
有
機
物
や
塩
分
な
ど
の
不
純
物
が
除
去
さ
れ
ま
す
。

電
気
伝
導
率
計
や
分
光
光
度
計
な
ど
の
測
定
器
を
使
い
、
純
粋
な
水
に
近
い
く
ら
い
蒸
留
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
も
し
不
純
物
が
多
い
場
合
は
、
蒸
留
を
何
度
も
や
り
直
し
ま
す
。

自
由
水
型
ト
リ
チ
ウ
ム
は
、
試
料
そ
の
も
の
は
た
く
さ
ん
採
れ
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
検
出
下
限
値
を
低
く
す
る
た
め
に
、
電
解
濃
縮
装
置
で
濃
縮
し
て
い
き
ま
す
。

1
L
の
水
を
電
気
分
解
し
て
、

6
0
m

lく
ら
い
に
ま
で
濃
縮
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

濃
縮
し
た
試
料
を
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
バ
イ
ア
ル
容
器
と
呼
ば
れ
る
容
器
に
入
れ
、
放
射
線
が
当
た
る
と
光
を
発
す
る
「
液
体
シ
ン
チ
レ
ー
タ
」
と
呼
ば
れ
る
液
体
と
混
合
し
ま
す
。
液
体
シ
ン
チ

レ
ー
タ
は
有
機
溶
剤
な
の
で
、
特
に
慎
重
に
取
り
扱
い
ま
す
。

そ
の
後
、
冷
暗
所
で

1
晩
以
上
、
静
か
に
置
い
て
お
き
ま
す
。
液
体
シ
ン
チ
レ
ー
タ
と
試
料
を
混
ぜ
て
す
ぐ
だ
と
、
余
計
な
光
を
発
す
る
な
ど
、
誤
っ
た
測
定
値
を
出
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。

こ
う
し
た
前
処
理
の
上
で
、
や
っ
と
液
体
シ
ン
チ
レ
ー
シ
ョ
ン
カ
ウ
ン
タ
ー
と
い
う
測
定
器
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
測
定
に
は

1
日
半
ほ
ど
が
掛
か
り
ま
す
。

測
定
器
か
ら
出
て
き
た
デ
ー
タ
は
そ
の
ま
ま
で
は
使
え
ま
せ
ん
。
測
定
値
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
お
か
し
な
デ
ー
タ
が
入
っ
て
い
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
て
か
ら
、
放
射
能
濃
度
を
算
出
し
ま
す
。
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組
織
自
由
水
型
ト
リ
チ
ウ
ム
の
測
定
で
す
。

大
き
な
魚
で
あ
れ
ば
一
匹
で
測
れ
る
の
で
、
大
物
を
狙
っ
て
釣
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
身
だ
け
に
解
体
し
て
、

-8
0
℃
の
超
低
温
冷
凍
庫
で
冷
凍
し
ま
す
。

冷
凍
し
た
魚
の
身
を
凍
結
乾
燥
機
に
入
れ
、
一
週
間
以
上
か
け
て
乾
燥
さ
せ
ま
す
。
乾
燥
さ
せ
た
身
の
側
は
有
機
結
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
の
分
析
に
使
い
、
こ
こ
で
は
抜
け
た
水
分
の
方
を
取
り
出

し
て
使
い
ま
す
。

魚
か
ら
取
り
出
し
た
水
分
に
、
酸
化
剤
を
加
え
、
熱
し
て
蒸
発
し
て
き
た
蒸
気
を
冷
却
液
化
し
て
下
に
戻
す
と
い
う
「
還
流
」
を
続
け
、
残
っ
た
有
機
物
等
を
分
解
・
分
離
し
て
い
き
ま
す
。

還
流
し
た
水
試
料
を
、
次
は
減
圧
蒸
留
し
て
、
こ
れ
も
ま
た
純
水
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
精
製
し
、
有
機
物
や
イ
オ
ン
が
ち
ゃ
ん
と
除
去
さ
れ
て
い
る
か
を
確
認
し
ま
す
。

こ
こ
ま
で
来
る
と
き
れ
い
な
水
試
料
に
な
る
の
で
、
自
由
水
型
ト
リ
チ
ウ
ム
を
測
る
の
と
同
じ
よ
う
な
作
業
で
測
定
を
進
め
ま
す
。



有
機
結
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
を
測
定
す
る
の
に
は
、
魚
で
あ
れ
ば
、

6
0
0
g
ほ
ど
の
身
が
必
要
で
す
。

有
機
結
合
型
ト
リ
チ
ウ
ム
の
前
処
理
は
、
凍
結
乾
燥
機
で
カ
ラ
カ
ラ
の
ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
し
た
魚
の
身
を
使
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
の
状
態
で
す
。

6
0
0
g
を
乾
燥
さ
せ
る
と

1
5
0
g
程

度
の
乾
燥
試
料
が
採
れ
ま
す
。

石
英
管
燃
焼
装
置
と
い
う
、
石
英
ガ
ラ
ス
の
管
の
中
に
試
料
を
入
れ
、
酸
素
と
窒
素
を
送
り
込
み
な
が
ら
、

2
つ
の
ヒ
ー
タ
ー
で
熱
す
る
機
械
を
使
っ
て
燃
焼
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

管
の
中
に
入
っ
て
い
る
酸
化
銅
が
触
媒
と
な
り
、
燃
焼
し
て
生
じ
る
煙
か
ら
、
水
素
を
水
蒸
気
と
し
、
氷
を
入
れ
た
冷
却
ト
ラ
ッ
プ
で
冷
や
し
て
水
と
し
て
取
り
出
し
ま
す
。

1
回
に

3
0
g
程
度
を
燃
焼
さ
せ
、

2
0
g
程
度
の
燃
焼
生
成
水
を
取
り
出
す
作
業
に
丸
一
日
か
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
を

4
回
ほ
ど
繰
り
返
し
ま
す
。

取
り
出
し
た
水
は
、
還
流
を
し
て
有
機
物
な
ど
を
分
解
・
分
離
し
ま
す
。
採
れ
る
試
料
水
の
量
が
少
な
い
の
で
、
小
さ
な
還
流
装
置
を
使
い
ま
す
。

還
流
し
た
試
料
は
、
同
様
に
減
圧
蒸
留
器
で
純
水
レ
ベ
ル
ま
で
精
製
し
ま
す
。
試
料
が
少
な
い
の
で
、
こ
れ
も
小
型
の
減
圧
蒸
留
器
を
使
い
ま
す
。

有
機
物
や
イ
オ
ン
が
除
去
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
分
光
光
度
計
の
写
真
で
す
。

こ
こ
ま
で
来
る
と
き
れ
い
な
水
試
料
に
な
る
の
で
、
自
由
水
型
ト
リ
チ
ウ
ム
を
測
る
の
と
同
じ
よ
う
な
作
業
で
測
定
を
進
め
ま
す
。
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沿
岸
海
洋
調
査
の
測
定
に
つ
い
て

東
京
電
力
が
発
表
し
た
、

A
L
P
S
処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出
後
の
拡
散
シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
放
出
さ
れ
た
処
理
汚
染
水
は
沖
合
で
は
な
く
沿
岸
部
の
陸
地
に
沿
っ
て
流
れ
い
く

こ
と
が
多
い
と
の
結
果
で
し
た
の
で
、

た
ら
ち
ね
で
は
、
沖
合
海
洋
調
査
だ
け
で
は
な
く
福
島
県
沿
岸
と
、
太
平
洋
沿
岸
の
調
査
も
は
じ
め
ま
し
た
。

福
島
県
沿
岸
は
、
右
図
の
相
馬
港
か
ら
南
下
し
て
小
名
浜
港
ま
で
の

8
カ
所
の
測
定
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

沿
岸
部
の
海
水
は
、
水
汲
み
バ
ケ
ツ
で
採
取
す
る
の
で
す
が
、
港
の
岸
壁
か
ら
、
ま
た
は
砂
浜
か
ら
海
へ
入
っ
て
い
き
直
接
汲
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
ち
ら
も
、
ラ
ボ
に
帰
っ
て
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
測
定
核
種
に
あ
っ
た
前
処
理
を
し
て
分
析
を
す
す
め
ま
す
。
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福
島
県
沿
岸
の
海
水
の
測
定
結
果
に
つ
い
て

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
3
年

5
.6
月

(夏
)と

1
2
月

(冬
)に
採
取
し
た
も
の
で
す
。

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
の
測
定
結
果
は
、
す
べ
て
の
地
点
で
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
福
島
第
一
原
発
の
南
側
に
位
置
す
る
熊
川
河
口
周
辺
で
採
取
し
た
海
水
が
、
夏
と
冬
に

採
取
し
た
も
の
の
ど
ち
ら
も
一
番
高
い
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
の
測
定
結
果
は
、
採
取
日
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
る
場
所
が
違
い
ま
す
が
、
以
前
の
デ
ー
タ
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
特
別
な
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ト
リ
チ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
2
年

6
月
と

1
2
月
に
採
取
し
た
も
の
で
す
。

測
定
結
果
は
、

2
0
2
2
年

1
2
月
に
採
取
し
た
双
葉
海
水
浴
場
と
岩
沢
海
水
浴
場
の

2
地
点
で
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
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2
0
2
3
年
は
、
宮
城
県
の
有
志
の
方
の
協
力
の
も
と
、
宮
城
県
仙
台
湾
の
沖
合
と
沿
岸
部
の
海
洋
調
査
も
は
じ
め
ま
し
た
。

沿
岸
調
査
は

7
月
の

1
回
、
沖
合
海
洋
調
査
は

4
月
と

1
0
月
の

2
回
、
合
計

3
回
の
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

沿
岸
調
査
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
と
も
に
す
べ
て
の
地
点
で
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
福
島
県
沿
岸
の
測
定
結
果
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
も
、
少
し
低
い
か
同
程
度
の
値
と

な
っ
て
い
ま
す
。

沖
合
調
査
に
つ
い
て
は
、
海
水
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
す
べ
て
の
地
点
で
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
福
島
県
沿
岸
と
同
程
度
の
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
も
、
ほ
ぼ
福
島
県
沖
の
測
定
結
果
と
同
程
度
の
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

魚
の
測
定
結
果
に
つ
い
て
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
シ
ロ
メ
バ
ル
、
マ
サ
バ
、
シ
ョ
ウ
サ
イ
フ
グ
、
ヒ
ラ
メ
か
ら
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
も
福
島
県
沖
と
同
程
度
の
値
と
な
り
ま
す
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
魚
種
で
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

な
お
、
ト
リ
チ
ウ
ム
の
測
定
結
果
と
、

2
0
2
3
年

1
0
月
採
取
の
魚
の
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
の
測
定
結
果
は
、
測
定
が
終
わ
り
次
第
た
ら
ち
ね

H
P
に
掲
載
予
定
で
す
。
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東
京
湾
の
調
査
と
千
葉
県
沖
の
調
査
も
、
環
境
活
動
家
の
方
の
協
力
の
も
と
、
は
じ
め
て
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
湾
の
調
査
は
、
海
水
の
採
取
と
不
撹
乱
柱
状
採
泥
器
と
い
う
も
の
を
使
っ
て
海
底
の
採
泥
も
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
錘
の
付
い
た
筒
を
底
に
落
と
し
て
、
錘
の
重
さ
で
ざ
く
っ
と
底
の
泥
に
刺
し
て
、
ロ
ー
プ
を
引
っ
張
る
と
下
の
蓋
が
閉
ま
る
の
で
、
筒
状
に
泥
が
採
れ
る
も
の
で
す
。

海
水
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
は
、

B
地
点
で
の
み
検
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
福
島
県
沖
の
測
定
結
果
と
同
程
度
の
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

海
底
土
に
つ
い
て
は
、

A
地
点
は
、
深
く
な
る
ほ
ど
値
が
低
い
の
に
対
し
て
、

B
地
点
は
深
く
な
る
ほ
ど
値
が
高
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。

千
葉
県
沖
の
調
査
は
、
ヨ
ッ
ト
で
沖
を
移
動
し
な
が
ら
、
南
房
総
沖
・
千
倉
沖
・
勝
浦
沖
の

3
地
点
で
海
水
を
採
取
し
測
定
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
も
す
べ
て
の
地
点
で
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
福
島
県
よ
り
も
低
い
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

9
0
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
地
点
で
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
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2023年8月に、ALPS処理汚染水の海洋放出が強引に始まってしまいました。
福島の海の状況を把握するために、たらちねは2015年から海洋調査を行ってきましたが、
まさか本当に海洋放出が始まる日が来るとは思っていませんでした。
今年度は、海洋調査と分析測定に邁進した1年でした。

これからを生きる人たちや未来の子ども達が、豊かな自然とともに生活していくために
私達に今できることは何かを日々考え、ラボチームみんなで活動をお行っています。
福島第一原発から放出される放射性物質が、どの程度環境に存在し私達の生活にどのよ
うに関係してくるのか、測定をしてデータとして残していくことがとても重要です。

2024年も、測定技術のスキルアップや測定精度の向上を図り、ご支援、ご指導くださる
方々と一緒に活動を続けていきたいと思いますので、これからも応援よろしくお願いい
たします。
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【放射能測定】
昨年8月、福島第一原発にたまり続ける処理汚染水の海洋放出が開始されました。海洋への長期

的な放射性物質の放出は、今後どのような影響を及ぼすかは、誰にも判断することができません。
たらちねでは、2015年より福島第一原発沖1.5kmに船を出し、海洋調査を行っています。見えな
いものを科学的に可視化し、実態を明らかにすることが、漠然とした不安を取り除く確実な方法
です。
正確なデータと正しい情報発信を第一に、今後の自然災害に複合する原発事故の可能性も視野に
入れ、次世代につなぐ活動を深めていきたいと思います。

【たらちねクリニック】
帰還困難区域の避難指示解除に向けて、除染やインフラ・生活環境の整備が急ピッチで行われ

ています。解除に伴い、帰還する人、その土地を新たな居住地とし住民となる人、また高線量汚
染地域で働く人たちも増えます。その中には、被ばくの不安を抱えながら生活する人もいます。
たらちねクリニックでは、こどもドック(無料健康診断 )の検診や、こどもドック手帳の配布、お
となドック(無料健康診断)の検診を通して、身体の健康だけでなく、心の不安も見つめながら被災
地の人々の暮らしを守っていきます。

【出張甲状腺検診プロジェクト】
福島県内、福島県近隣地域で出張甲状腺検診を行っていますが、昨今は新規受診者が増えてい

ます。初期被ばくから身を守る方法を知らなかった被災者が、今も不安を抱えて生活しているの
が現状です。できるだけ、たくさんの方に受診していただき、心身の健康を維持していただくた
めに、これからも継続して行います。

【こころのケア】
被災者である私たちが、同じ被災者のこころをケアすることは、共通の苦しい体験をした者同

士、お互い支え、励まし合うことにつながります。震災から13年が経つ今、母親たちは、自分が
背負った過酷な経験を、やっと、少しずつ語り始めています。子どもたちのこころの見守りと、
母親たちの語りを大切に、こころがほぐれていく安心できる場作りと、元気になる活動を続けて
いきます。また、お父さんの中にも震災によるトラウマを抱えたまま現在に至っている方もいま
す。お父さんたちの利用も促していきたいと思います。

【歴史探求プロジェクト】
歴史探訪プロジェクトは、被災地の歴史を紐解き、そこに生きる人々のこころを知り、未来へ

繋いでいく事業です。
原発事故以前にも公害による地域の汚染に苦しみ、戦い続けておられる人々が全国にいらっ

しゃいます。今も昔も、この苦しみのからくりは、共通しているものがあるのではないでしょう
か。そして、その連鎖は、未来にも繋がっています。
その同じ苦しみを繰り返さないために、私たちは多くの方から歴史を聞き取り、過去に学び未来
に紡いでいけるよう活動していきます。

【保養プロジェクト】
2012年から関わってきた保養事業は当初、身体の健康を重視したものでした。しかし、

原発事故前後に生まれた子どもたちが思春期に入り、心の問題が表に現れる時期になりました。
これまで同様、身体の健康を守ることと合わせ、こころの健康も守れるプログラムも準備しまし
た。大人たちも、震災の影を背負い「言葉にならない。言葉にしてはいけない。」こころに蓋を
させられた社会の雰囲気の中で、ひっそりと暮らしています。ファミリー保養は、そのストレス
の緩和に役立ちます。心身の疲れを癒し、明るい気持ちで生活できるよう、これからも保養事業
によるサポートを行います。



たらちねの事業はみなさまからのご寄付でまかなわれています。

子どもたちの未来と健康を支えるために、たらちねの活動にご寄付でご参加いただければ幸いです。

＊たらちねは認定NPO法人です。税金の「寄附金控除」がございます。

ご寄付の金額は任意です。

その時だけの都度寄付の他に、毎月定額の月極のご寄付も受けつけています。

どうか、ご検討をお願いいたします。

【ご寄付のご案内】

ゆうちょ銀行 02240-5-126296 トクヒ）イワキホウシャノウシミンソクテイシツ

振込手数料が免除となる振込用紙をお送りします。

【振込用紙のご請求】

Tel：0246-92-2526 / お問い合わせフォーム

※郵便局（ゆうちょ銀行）の「窓口」からのお振込の場合のみ振込手数料が免除されます。

※ATMおよびゆうちょダイレクト（パソコン、携帯電話、FAX）でのご送金では振込手数料は免除さ

れませんのでご注意ください。

東邦銀行 小名浜支店 店番号 605 普通預金 口座番号 1389887

トクヒ）イワキホウシャノウシミンソクテイシツ

クレジットカードでのご寄付

＊下記のサイトからお手続きをお願いします。

https://tarachineiwaki.org/donate/all/ver4/index_hp.html
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